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特別活動の評価規準
Evaluation Criteria for Extraclass Activities

倉持　博

要　　旨
学習指導要領で示されている特別活動の目標の中で、育成を目指す資質・能力が３つに整理された。そ

して、その達成状況を見取るために、文部科学省から、平成31年3月29日付で、「小学校、中学校、高等

学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」の通知が発出され

た。

特別活動においては、この通知を参考にして、各学校で、特別活動の評価の観点と内容のまとまりごと

の評価規準を作成することになる。ここでは、はじめに特別活動の評価について考察を加えてから、特別

活動の評価規準（例）を示す。

キーワード：評価の観点、評価規準、観点別評価、個人内評価

１．はじめに

今回の学習指導要領の改訂では、特別な教科である道

徳（以下道徳科）を除き、各教科、総合的な学習の時間、

特別活動のすべてにおいて、求められる資質・能力を確

実に育むことができるよう、目標や内容について、三つ

の資質・能力で整理されることになった。

三つの資質・能力は、以下に示すとおりである。

（1） 知識及び技能が習得されるようにすること。

（2） 思考力・判断力・表現力等を育成すること。

（3） 学びに向かう力、人間性等を涵養すること。

このように、教育課程全体で、これらの資質・能力の

育成を目指すことになったが、平成31年３月29日付で

発出された通知の別紙４「各教科等・各学年等の評価の

観点等及びその趣旨」には、指導要録に記載する教科等

の評価の観点が、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主

体的に学習に取り組む態度」と、特別活動も含めてすべ

て同じように示されている。

ここで、「学びに向かう力、人間性等」についての評

価の観点が、「主体的に学習に取り組む態度」になって

いることが分かるが、果たして、その観点だけで、「学

びに向かう力、人間性等」の成長を見取ることができる

のだろうか。

このことについては、「２．指導の評価と改善」で改

めて説明するが、特別活動の評価においては、「学びに

向かう力・人間性等」の成長の見取りこそが重要になる

と考えている。

このことも踏まえて、特別活動の評価について考察を

加え、評価規準（例）を作成したい。

２．指導の評価と改善

中学校学習指導要領総則編第３章第３節の２「（１）

指導の評価と改善」の一部を以下に示す。

「今回の改訂では、各教科等の目標を資質・能力の三

つの柱で再整理しており、平成28年12月の中央教育審

議会において、目標に準拠した評価を推進するため、観

点別評価について、『「知識・技能』、『思考・判断・表現』、

『主体的に学習に取り組む態度』の三観点に整理するこ

とが提言されている。その際、ここでいう『知識』に

は、個別の事実的な知識のみではなく、それらが相互に

関連付けられ、さらに社会の中で生きて働く知識となる

ものが含まれている点に留意することが必要である。ま

た、資質・能力の三つの柱の一つである『学びに向かう
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力、人間性等』には、①『主体的に学習に取り組む態度』

として観点別評価（学習状況を分析的に捉える）を通じ

て見取ることができる部分と、②観点別評価にはなじま

ず、こうした評価では示しきれないことから個人内評

価（個人のよい点や可能性、進歩の状況について評価す

る）を通じて見取る部分があることにも留意する必要が

ある。このような資質・能力のバランスのとれた学習評

価を行っていくためには、指導と評価の一体化を図る中

で、論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、

作品の制作といった多様な活動を評価の対象とし、ペー

パーテストの結果にとどまらない、多面的・多角的な評

価を行っていくことが必要である。」

ここでは、観点別評価について、三観点（「知識・技

能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態

度」）に整理されること、「学びに向かう力・人間性等」

については、①「主体的に学習に取り組む態度」として

の観点別評価と、②個人内評価を通じて見取る部分があ

ること、が説明されている。

特に、特別活動において、「学びに向かう力、人間性

等」の成長を見取る際は、「主体的に学習取り組む態度」

の観点別評価と、「個人のよい点や可能性、進歩の状況」

について評価する個人内評価の両方を重視しなければな

らないことに留意したい。

３．指導要録の「特別活動の記録」

平成31年の通知の別紙２「中学校及び特別支援学校

中等部の指導要録に関する事項等」の「［２］指導に関

する記録」の「４特別活動の記録」には、以下の内容が

示されている。

「中学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢

体不自由または病弱）中学部における特別活動の記録に

ついては、各学校が自ら定めた特別活動全体に係る評価

の観点を記入した上で、各活動・学校行事ごとに、評価

の観点に照らして十分満足できる活動の状況にあると判

断される場合に◯印を記入する。評価の観点については、

中学校学習指導要領等に示す特別活動の目標を踏まえ、

各学校において別紙４を参考に定める。　

その際、特別活動の特質や学校としての重点化した内

容を踏まえ、例えば『主体的に生活や人間関係をよりよ

くしようとする態度』などのように、より具体的に定め

ることも考えられる。記入に当たっては、特別活動の学

習が学校や学級における集団活動や生活を対象に行われ

るという特質に留意する。」

今回の通知においては、道徳科を除く各教科、総合的

な学習の時間、特別活動のすべてにおいて、評価の観点

として同じ三観点が示されている。

しかし、指導要録の「総合的な学習の時間の記録」と

「特別活動の記録」欄には三観点が示されておらず、「観

点」については各学校が自ら定めて記入することになっ

ている。その参考ということで、別紙４「各教科等・各

学年の評価の観点等及びその趣旨」が示されている。特

別活動の観点については、学校として、例えば「主体的

に生活や人間関係をよりよくしようとする態度」などの

ように、より具体的に定めることも考えられるとしてい

る。この具体例は、「主体的に学習に取り組む態度」の

観点を具体的に示していると考えられるので、これを参

考にして学校としては三つの観点を設定することになる。

そして、各活動、学校行事ごとに、三つの評価の観点

に照らして十分満足できる活動の状況にあると判断され

る場合に◯印を記入するのである。各学校では、評価の

観点と内容のまとまりごとに評価規準を作成し、年間指

導計画や一単位時間の指導計画に位置付け、実践し、評

価することになる。

４．特別活動における観点別評価と個人内評価

前出の通知の「１各教科の学習の記録」には、「（１）

観点別学習状況」について、次のような説明がある。　「各

教科の目標に照らして、その実現状況を、観点ごとに評

価し記入する。その際、『十分満足できる』状況と判断

されるものをＡ、『おおむね満足できる』状況と判断さ

れるものをＢ，『努力を要する』状況と判断されものを

Ｃのように区別して評価を記入する。」
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これは「各教科の学習の記録」であるが、「特別活動

の記録」については、「十分満足できる活動の状況にあ

ると判断される場合に◯印を記入する」のである。

したがって、特別活動の評価規準を作成する際は、評

価の観点ごとに、「十分満足できる」活動状況を文章で

具体的に示すことが必要になる。

その際、「学びに向かう力、人間性等」の成長の見取

りについては、「観点別評価」だけでなく、「個人内評価」

についても重視するのである。

すなわち、「主体的に学習に取り組む態度」の観点か

ら評価規準を作成し、評価していくとともに、「個人の

よい点や可能性、進歩の状況」などの見取りについては、

観察者（評価者）を多くしたり、自己評価、相互評価、ポー

トフォリオ的な教材を活用したりするなどして、生徒一

人一人のよさや可能性を積極的に認め、指導要録の総合

所見欄に文章で記述していくのである。

特別活動の評価は、特別活動の記録欄に示されること

になるが、内容ごとの観点別評価だけではなく、総合所

見欄に示される個人内評価の内容も含まれることに留意

しなければならない。

５．特別活動の評価の観点と評価規準の作成

指導要録に記載される特別活動の評価の観点について

は、各学校で作成することになっているが、前出の通知

に、例えばということで、「主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度」が示されている。

この観点は、「主体的に学習に取り組む態度」を具体

的に示したものと考えられるので、残りの二つの観点に

ついて考えてみることにした。参考にしたのは、「特別

活動ワーキンググループ　改善の方向性について（文部

科学省平成28年５月）」である。

「知識・技能」の観点が「よりよい生活や人間関係を

築くための知識・技能」に、「思考・判断・表現」の観

点が「集団の一員としての話合い活動や実践活動を通し

た思考・判断・表現」に、具体的に示されているので、

これらを観点として、評価規準（例）を作成することに

した。

評価規準として表す文言については、「東洋大学教職

センター紀要第１号（2019年３月）」で筆者が執筆し

た「特別活動の目標構造」の「資料３- １　中学校特別

活動の各活動・学校行事の目標を含めた全体の目標構造

（pp64-65）」に示されている各活動・学校行事ごとの

資質・能力の文言を参考にして作成している。

６．おわりに

ここでは、中学校における特別活動の評価規準（例）を、

次ページから示すことにする。

はじめに、学習指導要領に示されている「１ 特別活

動で育成を目指す資質・能力」について、次に、前出の

文部科学省初等中等教育局通知で示されている「２ 特

別活動の評価の観点及びその趣旨」について、次に、筆

者が教職センター紀要第１号で執筆した「各活動・学校

行事ごとの資質・能力」や「各活動・学校行事の内容ご

との資質・能力」を参考にして作成した「３ 各活動・

学校行事の評価規準（例）」と「４ 各活動・学校行事の

内容ごとの評価規準（例）」について、示す。

各学校で、特別活動の評価の観点を設定し、評価規準

を作成する際の参考になれば幸いである。
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中学校特別活動の評価規準（例） 

１　特別活動で育成を目指す資質・能力（中学校学習指導要領特別活動編）

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

多様な他者と協働する様々な集団活動
の意義や活動を行う上で必要となるこ
とについて理解し、行動の仕方を身に
付けるようにする。

集団や自己の生活、人間関係の課題を
見いだし、解決するために話し合い、
合意形成を図ったり、意思決定したり
することができるようにする。

自主的、実践的な集団活動を通して身
に付けたことを生かして、集団や社会
における生活及び人間関係をよりよく
形成するとともに、人間としての生き
方について考えを深め、自己実現を図
ろうとする態度を養う。

２　特別活動の評価の観点及びその趣旨（文部科学省初等中等教育局通知）

〈中学校〉　特別活動の記録

観　 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣 旨

多様な他者と協働する様々な集団
活動の意義や、活動を行う上で必
要となることについて理解してい
る。
自己の生活の充実・向上や自己実
現に必要となる情報及び方法を理
解している。
よりよい生活を構築するための話
合い活動の進め方、合意形成の図
り方などの技能を身に付けている。

所属する様々な集団の自己の生活
の充実・向上のため、問題を発見
し、解決方法を話し合い、合意形
成を図ったり、意思決定をしたり
して実践している。

生活や社会、人間関係をよりよく
構築するために、 自主的に自己の
役割や責任を果たし、多様な他者
と協働して実践しようとしている。
主体的に人間としての生き方につ
いて考えを深め、 自己実現を図ろ
うとしている。

３　各活動・学校行事の評価規準（例）（各学校で評価の観点、評価規準を作成） 

観  点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評

価

規

準

学
級
活
動

学級における集団活動や自律的な
生活を送ることの意義を理解し、 
そのために必要となることを理解
し身に付けている。

学級や自己の生活、人間関係をよ
りよくするため課題を見いだし、
解決するために話し合い、合意形
成を図ったり、意思決定したりし
て実践している。

人間関係をよりよく形成するとと
もに、将来の生き方を描き、その
実現に向けて、日常生活の向上を
図ろうとしている。

生
徒
会
活
動

生徒会やその中に置かれる委員会
などの異年齢により構成される自
治的組織における活動の意義につ
いて理解するとともに、 その活動
のために必要なことを理解し行動
の仕方を身に付けている。

生徒会において、学校全体の生活
をよりよくするための課題を見い
だし、その解決のために話合い、
合意形成を図ったり、意思決定し
たり、人間関係をよりよく形成し
たりして実践している。

多様な他者と協働し、学校や地域
社会における生活をよりよくしよ
うとしている。

学
校
行
事

各学校行事の意義について理解す
るとともに、 行事における活動の
ために必要なことを理解し、 規律
ある行動の仕方や習慣を身に付け
ている。

学校行事を通して集団や自己の生
活上の課題を結びつけ、人間とし
ての生き方についての考えを深め、
場面に応じた適切な判断をしたり、
人間関係や集団をよりよくしたり
して実戦している。

集団や社会の形成者としての自覚
を持って多様な他者を尊重しなが
ら協働し、公共の精神を養い、よ
りよい生活をつくろうとしている。
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４　各活動・学校行事の内容ごとの評価規準（例）（ 各学校で評価の観点、評価規準を作成） 

〈学級活動の評価規準（例）〉

（1）　学級や学校における生活づくりへの参画

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
価
規
準

学級や学校の生活上の諸問題を話
し合って解決することや他者と協
働して取り組むことの大切さを理
解し、合意形成の手順や活動の方
法を身に付けている。

学級や学校の生活をよりよくする
ための課題を見いだし、解決する
ために話し合い、多様な意見を生
かして合意形成を図り、協働して
実践している。

学級や学校における人間関係をよ
りよく形成し、他者と協働しなが
ら日常生活の向上を図ろうとして
いる。

（2）　日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

日常の生活や学習への適応と自己
の成長及び健康安全といった、自
己の生活上の課題の改善に向けて
取り組むことの意義を理解し、適
切な意思決定を行い、実践し続け
て行くために必要な知識や行動の
仕方を身に付けている。

自己の生活や学習への適応及び自
己の成長に関する課題を見いだし、
多様な意見をもとに自ら意思決定
をしている。

他者への尊重と思いやりを深めて
よりよい人間関係を形成しようと
したり、 他者と協働して自己の生
活上の課題の解決に向けて悩みや
葛藤を乗り越えながら取り組もう
としたりするとともに、将来にわ
たって自他の健康で安全な生活づ
くりに配慮しようとしている。

（3）　一人一人のキャリア形成と自己実現

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

社会の中で自分の役割を果たしな
がら、自分らしい生き方を実現し
ていくことの意義や、現在の学習
と将来の社会・職業生活とのつな
がりを考えるために、必要な知識
及び技能を身に付けている。

現在の自己の学習と将来の生き方
や進路についての課題を見いだし、
主体的に学習に取り組み、働く
ことや社会に貢献するということ
について、適切な情報を得ながら、
自己の将来像を描いている。

将来の生き方を描き、将来の生活
や学習への在り方を振り返るとと
もに、働くことと学ぶことの意義
を理解し、社会的・職業的自立に
向けて自己実現を図ろうとしてい
る。

〈生徒会活動の評価規準（例）〉

（1）　生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

学校生活の充実と向上のために、
生徒の創意によって目標を設定し、
役員選挙等を通した組織づくりや
役割分担を行って協働して実行す
ることの意義を理解し、 そのため
に必要な計画や運営、合意形成の
仕方などを身に付けている。

生徒総会や各種の委員会において、
学校生活の充実と向上のための課
題や生徒の提案を生かした活動の
計画について考え、課題解決の方
法や役割を決定し、その実践に取
り組んでいる。

集団の形成者として、多様な他者
と、互いの個性を生かして協力し、
積極的に学校生活の充実と向上を
図ろうとしている。
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（2）　学校行事ヘの協力

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

学校行事の意義を理解し、生徒会
としての意見を生かすための組織
や全校生徒の協働を図る仕組みづ
くりなどについて理解している。

学校行事の特質に応じて、生徒会
としてどのような協力を行うこと
が学校行事の充実につながるかを
考え、話し合い、決めたことに協
力して取り組んだり、生徒会の組
織を活用した学校行事運営上の役
割に取り組んだりしている。

他の生徒と協力して、学校行事に
協力する活動に取り組むことを通
して、学校生活の充実と向上を図
ろうとしている。

（3）　ボランティア活動などの社会参画

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
価
規
準

よりよい地域づくりのために自分
たちの意見を生かし、主体的に社
会参画するために必要なことを理
解し、仕方を身に付けている。

地域や社会の課題を解決するため
に、生徒会の組織を生かして取り
組むことができる具体的な対策を
考え、主体的に実践している。

地域や社会の形成者として、地域
や社会生活をよりよくしようとし
ている。

〈学校行事の評価規準（例）〉

（1）　儀式的行事

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
価
規
準

儀式的行事の意義や、その場にふ
さわしい参加の仕方について理解
し、厳粛な場におけるマナー等の
規律、気品のある行動の仕方など
を身に付けている。

学校生活の節目の場において先を
見通したり、これまでの生活を振
り返ったりしながら、新たな生活
への自覚を高め、気品ある行動を
とることができている。

厳粛で清新な気分を味わい、行事
を節目としてこれまでの生活を振
り返り、新たな生活への希望や意
欲につなげようとしている。

（2）　文化的行事

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

他の生徒と協力して日頃の学習や
活動の成果を発表したり、美しい
ものや優れたものを創り出し、自
ら発表し合ったり、芸術的なもの
や伝統文化を鑑賞したりする活動
に必要な知識や技能を身に付けて
いる。

他の生徒と協力して日頃の学習や
活動の成果を発表したり、美しい
ものや優れたもの、芸術的なもの
や地域や我が国の伝統文化に触れ
たりして、自他の個性を認め、互
いに認め合うことができている。

生涯にわたって、多様な文化芸術
に親しむとともに、集団や社会の
形成者として伝統文化の継承や新
たな文化の創造に寄与しようとす
る態度や、自己の成長を振り返り、
自己を一層伸長させようとしてい
る。
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（3）　健康安全・体育的行事

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
　
価

　
規

　
準

心身の健全な発達や健康の保持増
進、事件や事故、災害等の非常時
から身を守ることの意義を理解し、
必要な行動の仕方などを身に付け
ている。また、体育的な集団活動
の意義を理解し、規律ある集団行
動の仕方などを身に付けている。

自己の生活を振り返り、健康、安
全、防災、運動や体力の向上に関
する課題と解決策について考え、
他者と協力して、適切に判断し行
動している。また、運動すること
のよさについて考え、集団で協力
して取り組んでいる。

生涯にわたって、心身ともに健康
で安全な生活を実践しようとして
いる。また、運動に親しみ、体力
の向上に積極的に取り組もうとし
ている。

（4）　旅行・集団宿泊的行事

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
価
規
準

豊かな自然や文化・社会に親しむ
ことの意義を理解するとともに、
校外における集団生活の在り方、
公衆道徳などについて理解し、必
要な行動の仕方を身に付けている。

日常とは異なる生活環境の中での
集団生活の在り方、公衆道徳につ
いて考え、学校生活や学習活動の
成果を活用するように考えている。

日常とは異なる環境や集団生活に
おいて、自然や文化・社会に親し
み、新たな視点から学校生活や学
習活動の意義を考えている。

（5）　勤労生産・奉仕的行事

観 点 よりよい生活や人間関係を築くた
めの知識・技能

集団の一員としての話合い活動や
実践活動を通した思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係をよりよ
くしようとする態度

評
価
規
準

働くことの意義、社会的・職業的
自立について理解し、ボランティ
ア活動などの体験活動の仕方につ
いてに必要な知識・技能を身に付
けている。

勤労生産や奉仕に関して自分ので
きることを判断し、多様な他者と
協力して実践している。

勤労観や職業観を深めたり社会奉
仕の精神を養ったりして、進んで
勤労生産や奉仕に関わる活動に取
り組み、社会に貢献しようとして
いる。
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